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友
愛
時
評

▼
こ
の
季
節
に
な
る
と
高
校
野

球
が
気
に
な
る
。
草
野
球
し
か

や
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
何
し

ろ
大
谷
翔
平
選
手
を
生
み
出
し

た
岩
手
県
で
生
ま
れ
育
っ
た

身
、
米
国
や
中
南
米
の
連
中
相

手
に
は
日
本
の
野
球
を
誇
ら
し

く
語
っ
て
い
る
。
▼
三
年
前
の

夏
、
仙
台
育
英
が
東
北
勢
と
し

て
初
め
て
甲
子
園
で
優
勝
し
た

時
に
は
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
あ

っ
た
。
深
紅
の
大
優
勝
旗
が
新

幹
線
で
「
白
河
の
関
」
を
越
え

る
時
の
テ
レ
ビ
中
継
も
見
守
っ

た
が
、
東
北
人
に
と
っ
て
は
ま

さ
に
悲
願
の
達
成
で
あ
っ
た
。

「
白
河
以
北
一
山
百
文
」
と
い

う
侮
蔑
的
表
現
を
想
起
さ
せ
る

格
差
を
感
じ
る
こ
と
は
な
く
な

っ
た
が
、
高
校
野
球
の
力
の
差

は
な
か
な
か
克
服
で
き
な
か
っ

た
。
▼
か
つ
て
の
東
北
勢
に
は

雪
国
の
ハ
ン
デ
が
あ
っ
た
。
最

近
で
は
、
強
豪
校
の
中
に
は
立

派
な
屋
内
練
習
場
を
持
つ
と
こ

ろ
も
あ
る
し
、
温
暖
化
の
影
響

ゆ
え
か
積
雪
に
よ
っ
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
使
え
な
い
期
間
も
ぐ
っ

と
短
く
な
っ
た
。
む
し
ろ
、
問

題
は
競
技
人
口
の
少
な
さ
だ
ろ

う
。
少
子
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
早

い
地
方
で
は
、
野
球
に
限
ら

ず
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
統
廃

合
が
進
ん
で
い
る
。
▼
郷
土
愛

か
ら
「
お
ら
が
代
表
」
を
応
援

す
る
高
校
野
球
フ
ァ
ン
に
と
っ

て
悩
ま
し
い
問
題
に
「
野
球
留

学
」
が
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
な
ど

他
の
競
技
で
は
、
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
や
優
秀
な
指
導
者
の
い
る
高

校
に
全
国
か
ら
将
来
有
望
な
子

が
集
ま
る
の
は
当
然
に
感
じ
る

が
、
高
校
野
球
で
は
各
都
道
府

県
代
表
の
伝
統
が
続
き
、
旧
制

中
学
以
来
の
古
豪
す
ら
い
る
と

こ
ろ
が
決
定
的
に
違
う
。
▼
筆

者
が
灼
熱
の
甲
子
園
を
初
め
て

経
験
し
た
の
は
、
姉
の
通
っ
て

い
た
公
立
高
の
試
合
を
応
援
し

に
行
っ
た
時
だ
っ
た
。「
古
豪
四

十
七
年
ぶ
り
の
甲
子
園
！
」
の

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、「
か
ち
わ
り

氷
」
を
頭
に
乗
せ
な
が
ら
応
援

す
る
姿
を
夢
想
し
つ
つ
、
こ
の

原
稿
を
書
い
て
い
る
。（
ヒ
ゲ
）

指
導
し
支
え
、
活
発
な
も
の
に

し
て
い
く
た
め
、
理
事
各
位
が

尽
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
も
、
付
け
加
え
た
い
。

　

こ
の
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
ア
テ
ン
ド
に
は
後
日

談
が
あ
り
、
３
月
に
友
愛
か
ら

の
派
遣
員
が
ウ
ィ
ー
ン
／
Ｏ
Ｅ

Ｊ
Ａ
Ｂ
を
訪
問
し
た
折
に
は
、

前
年
8
月
に
来
日
し
た
Ｏ
Ｅ
Ｊ

Ａ
Ｂ
の
若
者
た
ち
が
、
友
愛
の

派
遣
員
を
ア
テ
ン
ド
し
て
く
だ

さ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
こ
そ
生

　

評
議
員
会
は
ま
ず
互
選
に
よ

り
萩
原
直
三
評
議
員
を
議
長
に

選
び
開
催
さ
れ
た
。

　

理
事
長
挨
拶
に
続
き
、
協
議

事
項
の
説
明
が
行
わ
れ
、
内
容

に
付
い
て
の
質
疑
が
交
わ
さ
れ

た
後
、
採
決
に
入
り
、
第
一
号

議
案
２
０
２
４
年
度
事
業
報

告
、
第
二
号
議
案
計
算
書
類

（
決
算
）
共
に
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
は
事
業
報
告
に
つ
い

て
纏
め
た
「
総
括
」
を
ご
紹
介

し
、
報
告
と
し
た
い
。

　

続
い
て
第
三
号
議
案
に
移

り
、
理
事
会
か
ら
推
薦
を
受
け

た
14
名
に
対
し
、
一
人
づ
つ
採

決
を
行
っ
た
結
果
、
14
名
全
員

が
選
任
さ
れ
た
。

　

評
議
員
会
終
了
後
に
開
催
さ

れ
た
第
41
回
臨
時
理
事
会
に
於

い
て
、
全
会
一
致
で
鳩
山
由
紀

夫
理
事
を
代
表
理
事
に
選
定
し

た
。
新
理
事
の
任
期
は
２
０
２

７
年
の
定
時
評
議
員
会
開
催
時

ま
で
と
な
る
。

総  

括

　

２
０
２
４
年
度
の
事
業
実
施

き
た
国
際
交
流
の
実
践
で
あ

り
、
確
実
に
友
愛
理
念
が
伝
播

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て

い
る
。

　

公
益
財
団
法
人
友
愛
の
活
動

は
、
規
模
は
細
や
か
な
事
業
の

連
続
で
あ
る
。
し
か
し
、
定
款

に
謳
っ
て
い
る
「
国
内
外
の
青

年
や
社
会
人
の
交
流
を
深
め
友

愛
の
理
念
を
次
世
代
に
継
承
、

発
展
さ
せ
る
人
材
を
育
成
し
、

国
際
相
互
理
解
を
深
め
も
っ
て

世
界
平
和
に
資
す
る
こ
と
を
目

は
、
多
様
性
に
富
ん
で
い
た
と

い
え
る
。

　

姉
妹
団
体
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
か

ら
、
数
年
ぶ
り
に
12
名
の
派
遣

員
が
来
日
し
、
広
島
訪
問
・
京

都
見
学
な
ど
平
和
・
文
化
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
得
た
。
ま

た
、
年
々
数
を
増
す
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ

Ｂ
へ
の
派
遣
員
募
集
に
あ
た
っ

て
は
、
初
め
て
第
二
次
選
考
と

し
て
面
接
に
よ
る
選
考
が
取
り

入
れ
ら
れ
た
。
選
考
委
員
各
位

の
、
多
大
な
ご
協
力
を
得
て
男

子
4
名
、
女
子
２
名
の
派
遣
員

が
選
ば
れ
、
３
月
に
は
Ｏ
Ｅ
Ｊ

Ａ
Ｂ
を
訪
問
し
た
。
6
名
が
異

口
同
音
に
「
貴
重
な
経
験
で
あ

っ
た
」「
新
た
な
仲
間
が
増
え

て
嬉
し
い
」
と
報
告
書
に
綴
っ

て
い
る
。
彼
ら
が
新
た
な
友
愛

ユ
ニ
オ
ン
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
く
れ
る
と
確
信
し
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
報
告
書
を
読
む

と
、
こ
の
事
業
の
意
義
を
強
く

感
じ
、
正
に
友
愛
精
神
の
種
蒔

き
は
着
実
に
行
わ
れ
て
い
る
と

実
感
で
き
る
。

的
と
す
る
」
と
い
う
目
的
を
、

着
実
に
果
た
し
て
い
る
と
思
え

る
。
こ
れ
か
ら
も
掲
げ
た
目
的

を
実
践
す
べ
く
、
友
愛
理
念
の

普
及
・
若
者
の
育
成
に
力
を
注

い
て
行
き
た
い
。

…
…
…
…
…
…

　

２
０
２
４
年
度
事
業
報
告
・

計
算
書
類
は
、
公
益
財
団
法
人

友
愛
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
概
要

→
情
報
公
開
）
に
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
印
刷
も
可
能
で
す
。

　

国
情
不
安
定
な
ミ
ャ
ン
マ
ー

か
ら
は
、
研
究
生
が
来
日
し
、

堆
肥
づ
く
り
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

監
修
に
あ
た
っ
て
く
れ
た
。
藤

井
名
誉
教
授（
東
京
農
工
大
学
）

の
ご
尽
力
も
あ
り
、
現
地
に
適

応
で
き
る
堆
肥
づ
く
り
を
、
解

り
や
す
い
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
し

て
配
布
す
る
計
画
は
、
地
道
に

確
実
に
前
進
し
て
い
る
。

　

「
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス

ト
」は
、
新
た
な
展
開
を
示
し
、

韓
国
／
全
州
大
学
校
で
、
そ
し

て
国
内
に
お
い
て
も
千
代
田
国

際
語
学
院
の
協
力
を
得
て
、
初

の
事
業
が
実
現
で
き
た
。
ま

た
、
中
国
に
於
い
て
の
再
開
を

目
指
し
て
い
た
が
、
中
華
全
国

青
年
連
合
・
中
国
国
際
青
年
交

流
中
心
の
お
力
添
え
も
あ
り
、

次
年
度
に
は
中
央
民
族
大
学
で

実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
多
彩
な
事
業
展
開

に
於
い
て
、
大
い
に
活
躍
し
た

の
が
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
る
。

　

韓
国
全
州
大
学
校
で
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
つ
「
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
開
催
さ
れ

た
が
、
全
州
大
学
校
の
学
生

と
、
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー

が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
ま
る
で

既
知
の
友
人
の
様
に
楽
し
気
に

話
し
合
い
を
し
て
い
る
様
は
、

見
て
い
て
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

同
時
に
友
愛
理
念
を
以
て
国
を

超
え
て
人
と
人
が
接
す
る
と

き
、
そ
こ
に
は
未
来
と
希
望
が

生
ま
れ
、
争
い
や
諍
い
は
無
縁

で
あ
る
と
確
信
し
た
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
の
派
遣
員
が
来

日
し
た
お
り
、
積
極
的
に
名
乗

り
を
上
げ
て
ア
テ
ン
ド
し
て
く

れ
た
の
も
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
。
東
京
・
広
島
・

京
都
と
各
人
が
参
加
で
き
る
と

こ
ろ
で
ア
テ
ン
ド
を
引
き
受
け

て
く
れ
、
時
間
を
や
り
く
り
し

て
参
加
し
て
く
れ
た
。
旅
の
し

お
り
（
英
語
版
）
も
、
自
ら
編

集
・
作
成
し
て
配
布
し
た
。
同

年
代
の
若
者
同
士
の
交
流
と
し

て
も
非
常
に
意
義
の
あ
る
時
間

で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
友
愛
ユ

ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
の
活
動
を
、

　

６
月
21
日
（
土
）
午
前
11
時
よ
り
、
友
愛
サ
ロ
ン
に
於
い
て
第
９
回
定
時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
２
０
２
４
年
度
事
業
報
告
及

び
計
算
書
類
が
承
認
さ
れ
た
。
今
回
は
初
の
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
参
加
も
可
と
し
て
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
滞
り
無
く
そ
の
役
割
を
果
た

し
た
。
任
期
満
了
に
伴
う
新
理
事
の
選
任
も
行
わ
れ
、
新
た
に
就
任
し
た
２
名
の
理
事
を
含
む
14
名
の
理
事
が
選
任
さ
れ
た
。

　

評
議
員
会
終
了
後
、
第
41
回
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
代
表
理
事
に
鳩
山
由
紀
夫
理
事
を
選
定
し
た
。

第
９
回
定
時
評
議
員
会
開
催

第
９
回
定
時
評
議
員
会
開
催

      

２
０
２
４
年
度
事
業
報
告・計
算
書
類
承
認

２
０
２
４
年
度
事
業
報
告・計
算
書
類
承
認

任
期
満
了
に
伴
う
新
理
事

任
期
満
了
に
伴
う
新
理
事
1414
名
を
選
任

名
を
選
任    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第第
4141
回
臨
時
理
事
会
開
催

回
臨
時
理
事
会
開
催    

代
表
理
事
に
鳩
山
由
紀
夫
理
事
を
選
定

代
表
理
事
に
鳩
山
由
紀
夫
理
事
を
選
定

鳩山由紀夫理事長

小西健斗評議員

評議員会の様子

萩原直三評議会議長

青山高惠評議員

髙梨佳大評議員

戸澤英典評議員

田中正基評議員

森崎桃子評議員（Web 参加）
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５
月
16
日（
金
）か
ら
18
日（
日
）の
３
日
間
、
鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
を
団
長
に
、
理
事
、
評
議
員
、
そ
し
て
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
参
加

の
６
名
と
共
に
、
友
愛
訪
韓
団
が
韓
国
ソ
ウ
ル
に
あ
る
、
延
世
大
学
校
を
訪
問
、
日
韓
の
若
者
同
志
の
交
流
会
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は

「
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
及
び
普
及
活
動
と
し
て
実
施
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
３
日
間
の
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
有
意

義
な
交
流
が
行
わ
れ
た
。
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
に
よ
る
発
表
「
私
に
と
っ
て
友
愛
と
は
」（
日
本
語
・
英
語
）
及
び
テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
活
発
な
交
流
の
様
子
が
展
開
さ
れ
た
。
参
加
の
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の
感
想
文
を
掲
載
し
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
報
告
と
し
た
い
。

２
０
２
５
年
度
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
第
１
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
２
５
年
度
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
第
１
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

韓
国
韓
国  

延
世
大
学
校
に
て
実
施

延
世
大
学
校
に
て
実
施

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
６
名
の
青
年
代
表
団
が
訪
韓

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
６
名
の
青
年
代
表
団
が
訪
韓

前
夜
、
ホ
テ
ル
の
一
室
に
集
ま
り
、
ス

ピ
ー
チ
の
最
終
仕
上
げ
。
皆
真
剣

交
流
会
の
会
場　

テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
は
英
語
で
行
わ
れ
ま
し
た

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
は
、
延
世
大
学
校

創
立
１
４
０
年
記
念
の
基
調
講
演
を

延
世
大
学
校
前
に
て

全
員
さ
あ
こ
れ
か
ら
の
活
力
が

　

私
に
と
っ
て
友
愛
と
は
、
他

者
と
の
違
い
を
受
け
入
れ
互
い

に
歩
み
寄
る
こ
と
で
、
大
き
な

成
果
を
出
す
こ
と
を
可
能
に
す

る
心
構
え
で
あ
る
。

　

韓
国
は
日
本
と
は
隣
国
で
あ

る
が
、
国
境
線
を
引
い
て
い
る

以
上
、
両
者
に
は
価
値
観
や
文

化
に
大
き
な
隔
た
り
が
存
在
す

る
。
例
え
ば
韓
国
で
は
キ
ム
チ

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
香
辛

料
が
多
用
さ
れ
た
食
文
化
で
あ

り
、
同
じ
保
存
食
で
も
、
漬

物
、
味
噌
な
ど
塩
分
に
重
き
を

置
い
た
日
本
食
を
よ
く
食
べ
る

私
た
ち
に
は
馴
染
み
な
い
も
の

だ
。

　

今
回
の
延
世
大
学
校
訪
問

は
、
そ
の
よ
う
な
近
く
て
遠
い

文
化
圏
で
、
互
い
の
違
い
を
乗

愛
の
青
年
代
表
か
ら
大
学
で
の

企
画
に
歩
み
寄
る
中
で
、
向
こ

う
側
か
ら
も
財
団
の
価
値
観
に

対
す
る
歩
み
寄
り
が
起
き
た
の

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
歩
み
寄
り
を
可

能
に
し
た
の
は
、
異
な
る
考
え

を
受
け
入
れ
る
精
神
的
な
余
裕

と
、
そ
の
上
で
新
た
な
価
値
観

へ
歩
み
寄
る
だ
け
の
好
奇
心
を

生
み
出
す
環
境
だ
ろ
う
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
始
め

と
し
た
対
話
は
、
双
方
に
議
論

す
る
余
裕
が
あ
っ
て
初
め
て
成

立
す
る
。
今
回
の
延
世
大
学
校

の
生
徒
た
ち
は
と
て
も
聡
明

で
、
議
論
と
い
う
な
か
な
か
骨

が
折
れ
る
作
業
を
こ
な
し
な
が

ら
も
友
愛
精
神
に
歩
み
寄
る
だ

け
の
余
裕
を
持
つ
こ
と
が
出
来

た
の
で
あ
る
。

ど
の
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
と
同

じ
よ
う
に
、
当
初
は
友
愛
へ
の

思
い
と
い
う
よ
り
も
「
オ
ー
ス

ト
リ
ア
に
行
き
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
か
ら
関
わ
り
始
め
ま
し

た
。

　

私
は
２
期
生
と
し
て
オ
ー
ス

ト
リ
ア
に
派
遣
さ
れ
た
た
め
、

気
づ
け
ば
友
愛
に
関
わ
っ
て
か

ら
６
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
今
回
の
延
世
大
学
校
と

の
交
流
や
、
前
回
の
千
代
田
国

際
語
学
院
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
改
め
て
自
分
の
中
で
友
愛

思
想
や
こ
の
団
体
に
つ
い
て
深

く
考
え
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
自
分
は
友
愛

財
団
を
代
表
し
て
派
遣
さ
れ
て

い
る
の
だ
」
と
い
う
実
感
と
と

も
に
、
こ
れ
か
ら
も
友
愛
ユ
ニ

オ
ン
の
一
員
と
し
て
、
こ
の
団

体
を
支
え
て
い
き
た
い
と
い
う

思
い
が
強
く
な
っ
た
研
修
で
し

た
。

　

そ
の
よ
う
に
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
大
き
な
き
っ
か
け
は
、

青
年
代
表
メ
ン
バ
ー
全
員
に
よ

る
「
私
に
と
っ
て
友
愛
と
は
」

の
ス
ピ
ー
チ
を
何
度
か
聞
き
、

自
分
自
身
の
考
え
る
友
愛
に
つ

い
て
向
き
合
い
、
日
本
語
・
英

語
の
両
方
で
発
表
す
る
プ
ロ
セ

ス
を
経
験
し
た
こ
と
で
す
。

（
写
真
左
下
）
ス
ピ
ー
チ
の
内

容
は
六
人
六
様
で
、
些
細
な
対

話
を
通
じ
た
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
か
ら
、
複
雑
な
関
係
の
中

で
の
他
者
理
解
ま
で
多
岐
に
わ

た
り
、
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
一

人
ひ
と
り
の
思
い
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
韓
国
の
学
生
た
ち
か

ら
は
、
今
回
の
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
少
子
化
に
直
面
す
る
韓
国
と

日
本
の
課
題
や
解
決
策
に
つ
い

て
議
論
す
る
だ
け
で
な
く
、
私

た
ち
の
友
愛
ス
ピ
ー
チ
に
対
す

る
コ
メ
ン
ト
や
、
財
団
の
活
動

り
越
え
る
友
愛
精
神
を
伝
播
さ

せ
る
試
み
で
あ
る
。
そ
し
て
同

時
に
、
友
愛
精
神
を
広
め
る
た

め
に
必
要
な
も
の
を
考
え
る
重

要
な
機
会
で
あ
っ
た
。

　

友
愛
精
神
を
最
も
感
じ
ら
れ

た
の
は
、
今
回
の
一
番
の
目
的

で
あ
る
延
世
大
学
校
学
生
と
の

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
中
で
あ
っ

た
。

　

少
子
化
と
い
う
日
韓
共
通
の

テ
ー
マ
に
お
い
て
、
互
い
の
国

に
お
け
る
少
子
化
原
因
を
尋
ね

合
う
と
い
う
、
他
者
を
知
ろ
う

と
す
る
友
愛
的
な
交
流
が
あ
っ

た
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
後
半
に
意

見
を
ま
と
め
る
際
に
は
、
学
生

側
か
ら
少
子
化
対
策
の
結
論
に

友
愛
精
神
を
盛
り
込
も
う
と
す

る
動
き
が
あ
っ
た
。
私
た
ち
友

　

ま
た
、
異
な
る
も
の
へ
の
好

奇
心
が
無
け
れ
ば
、
精
神
的
余

裕
が
あ
っ
て
も
情
報
を
得
よ
う

と
は
動
か
な
い
。
今
回
の
よ
う

な
友
愛
精
神
へ
の
歩
み
寄
り

は
、
常
日
頃
か
ら
大
学
で
の
活

動
に
対
し
好
奇
心
を
も
っ
て
打

ち
込
ん
で
い
る
こ
と
に
裏
打
ち

さ
れ
た
行
動
で
あ
る
と
私
は
考

え
る
。

　

以
上
の
体
験
か
ら
、
私
は
今

回
の
訪
韓
を
通
じ
て
、
友
愛
を

伝
播
さ
せ
る
た
め
に
は
、
相
手

に
精
神
的
余
裕
を
生
み
出
し
、

そ
し
て
好
奇
心
を
刺
激
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
る
に

至
っ
た
。
異
な
る
文
化
圏
に
足

を
運
び
、
異
な
る
価
値
観
と
接

す
る
機
会
と
し
て
、
今
後
と
も

私
た
ち
の
公
益
財
団
法
人
友
愛

に
よ
る
交
流
活
動
を
積
極
的
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

　

…
…
…
…
…
…

友
愛
ユ
ニ
オ
ン
と
し
て

の
自
覚
が
増
し
た
韓
国

訪
問　
　
　
　
　
　
　

成
田　

葵

　

最
初
に
こ
の
公
益
財
団
法
人

友
愛
を
知
っ
た
の
は
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
で
の
研
修
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
お
そ
ら
く
、
ほ
と
ん

へ
の
関
心
、
さ
ら
に
は
「
友
愛

の
思
想
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら

参
加
し
た
」
と
の
声
も
あ
り
、

と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
社

会
課
題
を
テ
ー
マ
に
議
論
で

き
、
年
齢
や
立
場
を
超
え
て
意

見
を
交
わ
せ
る
場
を
提
供
し
て

く
れ
る
友
愛
は
、
学
生
を
卒
業

し
た
時
間
が
経
過
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
そ
の
価
値
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な

機
会
を
い
た
だ
い
て
い
る
か
ら

に
は
、
今
後
は
友
愛
ユ
ニ
オ
ン

の
一
員
と
し
て
、
こ
の
団
体
に

ど
う
恩
返
し
が
で
き
る
の
か
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
こ
と

が
で
き
た
韓
国
訪
問
と
な
り
ま

し
た
。

　

…
…
…
…
…
…

共
有
す
る
未
来
を

見
据
え
て　
　
　出倉

正
啓

　

「
友
愛
」
の
青
年
代
表
と
し

て
韓
国
を
訪
問
す
る
に
あ
た

り
、
事
前
に
数
回
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
た
勉
強
会
で
韓
国
の
歴

史
や
社
会
を
事
前
に
学
び
、
準

備
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
そ
の

如
実
な
成
果
と
し
て
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
予
想
通
り
の

レ
ベ
ル
の
高
い
議
論
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。
そ
れ
と
同
時
に

韓
国
社
会
が
抱
え
る
社
会
問
題

＝
少
子
化
社
会
の
進
展
や
競
争

社
会
の
苛
烈
さ
を
生
々
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
た
。
首
都
圏
へ

の
一
極
集
中
、
高
等
教
育
へ
の

進
学
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
お
よ
び
親

の
進
学
熱
、
学
校
教
育
の
軽
視

と
受
験
産
業
の
興
隆
、
よ
り
よ

い
企
業
へ
就
職
し
た
い
と
い
う

上
昇
志
向
、
そ
の
全
て
が
両
国

で
共
通
す
る
問
題
で
あ
る
と
と

も
に
、
そ
の
度
合
い
は
韓
国
の

ほ
う
が
は
る
か
に
上
回
っ
て
い

た
。
日
本
で
も
地
方
創
生
の
話

題
が
政
治
課
題
と
し
て
登
る
こ

と
は
あ
る
が
、
韓
国
の
首
都
圏

一
極
集
中
は
群
を
抜
い
た
も
の

で
あ
り
、「
よ
い
就
職
の
た
め

に
は
ソ
ウ
ル
に
あ
る
有
名
大
学

に
行
く
し
か
な
い
」
と
い
う
思

想
の
も
と
、
人
口
が
首
都
圏
に

吸
い
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、

こ
れ
ら
日
韓
に
共
通
す
る
課
題

に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
結
論

に
至
っ
た
。
そ
れ
は
、「
首
都
圏

で
よ
い
暮
ら
し
を
す
る
」
と
い

う
理
想
像
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

人
口
に
膾
炙
し
た
結
果
、
み
な

が
目
指
す
た
め
に
先
述
し
た
社

会
問
題
が
発
生
し
、
そ
の
結
果

と
し
て
少
子
化
に
見
舞
わ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
こ

の
解
決
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
が
、
先
鋭
化
す

る
社
会
風
潮
の
変
容
、
多
様
な

価
値
観
を
認
め
る
風
土
、
政
府

に
よ
る
子
育
て
へ
の
財
政
支
出

が
必
要
な
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ

う
。

　

今
回
の
韓
国
訪
問
は
、
準
備

期
間
に
非
常
戒
厳
・
大
統
領
罷

免
・
大
統
領
選
挙
戦
が
行
わ
れ

る
と
い
う
タ
イ
ム
リ
ー
な
時
期

の
も
の
で
あ
り
、
ソ
ウ
ル
で
は

他
者
と
の
違
い
を
受
け

入
れ
る　
　
　
　
　
　
浦　

彩
人

延世大学校参加者と、友愛ユニオン青年代表団が揃って記念撮影
延世大学校の学生は、大学側から「参加証明書」を授与された

日韓の若者が一堂に会し、同じテーマで議論のテーブルに付き、ディスカッションを重ねて行く
ことは、友愛理念普及の実践であり、平和を目指す活動の一つとなる
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交
流
会
の
司
会
進
行
を
担
当
し
た
後
藤

大
智
理
事
。
何
と
全
て
韓
国
語
で
！

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
は
、
各
テ
ー
ブ
ル

を
廻
り
、
言
葉
を
交
わ
し
て
い
た

選
挙
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
日

常
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き

た
。
進
歩
主
義
政
党
の
新
大
統

領
の
も
と
、
現
在
の
良
好
な
日

韓
関
係
が
ど
う
な
っ
て
い
く
か

は
様
子
見
が
必
要
だ
が
、
せ
め

て
若
者
世
代
だ
け
で
も
、
我
々

が
延
世
大
学
校
で
行
っ
た
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
共
有

す
る
未
来
を
見
据
え
て
行
動
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
揺
る
ぎ

な
い
強
固
な
関
係
を
築
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
そ
れ
こ
そ
が
「
友
愛
」
の

体
現
で
あ
り
、
私
は
そ
れ
を
望

む
。

　

最
後
に
な
る
が
、
韓
国
社
会

の
実
態
を
豊
富
な
経
験
を
も
と

に
ご
講
義
い
た
だ
い
た
堀
山
明

子
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

（
写
真
上
）

…
…
…
…
…
…

多
く
の
出
会
い
と
困
難

小
倉
佑
太

　

私
は
千
代
田
国
際
語
学
院
・

延
世
大
学
校
で
の
友
愛
活
動
を

通
し
て
、
人
と
人
と
の
繋
が
り

が
友
愛
で
あ
る
と
い
う
思
い
を

さ
ら
に
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
友

愛
精
神
を
育
む
に
あ
た
り
最
も

大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
し
て

そ
れ
を
実
践
す
る
難
し
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。
と
同
時
に
今
回

の
活
動
を
通
し
て
私
は
た
く
さ

ん
の
新
た
な
人
々
と
の
繋
が
り

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
繋
が
り
か
ら
さ
ら
に
新
し

い
友
人
や
交
流
の
輪
が
増
え
、

現
在
で
は
驚
く
ほ
ど
沢
山
の
方

と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
友
愛
の
活
動
の

神
髄
は
無
か
ら
有
を
生
み
出
す

こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
知

り
え
な
か
っ
た
繋
が
り
を
友
愛

が
生
み
出
し
、
そ
の
繋
が
り
が

無
限
に
広
が
る
様
子
を
目
の
当

た
り
に
し
た
経
験
で
し
た
。

　

し
か
し
こ
の
繋
が
り
を
広
げ

て
い
く
た
め
に
は
、
自
分
自
身

だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
伝
え

る
相
手
も
友
愛
の
精
神
を
持
つ

こ
と
が
必
要
な
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
延
世
大
学
で
は
友
愛
精

神
を
伝
え
る
難
し
さ
を
感
じ
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
友
愛
と

友愛ユニオンメンバーは、5回に亘る勉強会を経て今回の訪韓に臨みました。課題図
書 6冊を読みこなし、テーマを議論し、今の韓国を知るために韓国在住の記者・堀山
明子さんからwebで講義の時間をいただきました。貴重なお話を沢山伺うことができ
ました。お世話になった堀山明子さんと、直接お目にかかることができました。

い
う
漠
然
と
し
た
概
念
を
言
葉

で
言
い
表
す
こ
と
を
、
こ
れ
ま

で
も
困
難
に
感
じ
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
回
の
延
世
大
学
校
と

の
交
流
を
通
し
て
感
じ
た
の

は
、
友
愛
精
神
の
土
台
と
な
る

部
分
の
は
「
相
手
を
知
ろ
う
と

す
る
気
持
ち
」
だ
と
思
い
ま
し

た
。
こ
の
気
持
ち
が
な
い
状
態

で
は
友
愛
を
語
る
こ
と
も
、
繋

が
り
を
広
げ
る
こ
と
も
成
し
え

な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

延
世
大
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
当
日
急
遽
の
時
間
変
更

等
の
影
響
も
あ
り
、
こ
の
友
情

を
育
む
時
間
や
参
加
者
同
士
で

の
交
流
を
す
る
十
分
な
時
間
が

な
か
っ
た
た
め
物
足
り
な
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
私
が
何

よ
り
驚
い
た
の
は
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
後
の
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の
反
省

会
に
て
多
く
の
ユ
ニ
オ
ン
メ
ン

バ
ー
が
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
を

口
に
し
た
こ
と
で
し
た
。
同
じ

壁
に
ぶ
つ
か
り
、
何
と
も
言
え

な
い
不
完
全
燃
焼
感
を
全
員
で

共
有
す
る
こ
と
で
共
通
の
課
題

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
次
に
繋
が
る
目
標
も
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
今
回
の

訪
問
は
、
あ
る
程
度
の
達
成
感

と
一
定
の
悔
し
さ
を
感
じ
た
、

と
て
も
有
意
義
な
時
間
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
今
後

友
愛
活
動
の
裾
野
を
広
げ
て
い

く
う
え
で
必
ず
糧
と
な
る
経
験

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
国
を
超
え
て
の
交
流

を
実
践
し
、
さ
ら
に
多
く
の

人
々
と
知
り
合
う
こ
と
に
私
自

身
と
て
も
魅
力
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。
の
み
な
ら
ず
、
友
愛
ユ

ニ
オ
ン
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し

て
も
、
よ
り
活
動
の
幅
を
広
げ

友
愛
理
念
を
伝
え
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　
生
の
声
を
聞
く
︱
相
互

理
解
の
一
歩　
　
　
　

堆　

美
優

　

今
回
の
韓
国
訪
問
に
あ
た
っ

て
、
私
た
ち
は
何
度
も
勉
強
会

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
痛
感
し
た
の
は
、
韓
国
と
日

本
の
あ
い
だ
に
は
歴
史
認
識
に

大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私

た
ち
日
本
人
は
、
韓
国
で
育
っ

た
方
々
が
抱
く
歴
史
観
や
対
日

認
識
を
、
最
初
か
ら
否
定
し
た

り
拒
ん
だ
り
す
る
の
で
は
な

く
、
彼
ら
が
そ
の
考
え
に
至
っ

た
背
景
に
想
い
を
馳
せ
、
理
解

し
、
寄
り
添
う
姿
勢
が
必
要
で

あ
る
と
学
び
ま
し
た
。

　

鳩
山
理
事
長
は
、
日
本
が
第

２
次
世
界
大
戦
下
で
犯
し
た
過

ち
に
対
す
る
償
い
を
極
め
て
重

く
受
け
止
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
講
演
で
も
、
日
本
が
果

た
す
べ
き
歴
史
的
責
任
を
明
確

に
語
り
、
謝
罪
の
意
を
示
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢

を
、
か
つ
て
日
本
の
総
理
大
臣

を
務
め
た
方
が
自
ら
示
す
こ
と

は
、
非
常
に
大
き
な
影
響
力
を

持
つ
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。
自

民
党
政
権
と
は
異
な
る
ア
プ
ロ

ー
チ
を
と
る
鳩
山
理
事
長
は
、

日
本
国
内
で
は
批
判
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
韓
国
に

お
い
て
は
そ
の
誠
意
あ
る
姿
勢

が
高
く
評
価
さ
れ
、
歓
迎
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
、
私
た
ち
は
現

地
で
の
交
流
を
通
じ
て
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
若
者
に
と
っ
て
大
切

な
の
は
、
こ
う
し
た
先
人
の
姿

勢
か
ら
学
び
、
過
去
の
過
ち
を

曖
昧
に
す
る
の
で
は
な
く
、
今

も
な
お
相
手
の
心
に
生
き
る
記

憶
や
想
い
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
共
生
と
友
愛
の
道
を
と
も

に
歩
も
う
と
す
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
の
訪
問
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
は
、
延
世
大
学
校
の
学
生

た
ち
と
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。
テ
ー
マ

は
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
共
通

の
課
題
に
つ
い
て
、
日
韓
の
若

者
が
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て

い
る
か
と
い
う
も
の
で
し
た
。

政
府
の
政
策
に
対
す
る
若
者
の

率
直
な
意
見
な
ど
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
は
知
り
得
な
い
リ
ア

ル
な
声
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
非
常
に
興
味
深
い
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
韓
国
政
府
が
主

催
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
、
多
く
の
学
生
が

「
現
実
味
が
な
く
、
や
や
滑
稽

に
感
じ
る
」
と
話
し
て
い
た
の

が
印
象
的
で
し
た
。
ま
た
、
教

育
に
関
す
る
話
題
で
は
、
韓
国

に
お
け
る
学
業
へ
の
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
が
日
本
以
上
に
厳
し
い
こ

と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、「
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
母
」
と
い
う
表
現
で

す
。
こ
れ
は
、
母
親
が
子
ど
も

の
教
育
に
過
度
に
関
与
し
、
常

に
監
視
す
る
様
子
を
表
す
韓
国

特
有
の
言
い
回
し
で
す
。
グ
ル

ー
プ
の
学
生
た
ち
は
、
自
分
の

母
親
が
ま
さ
に
そ
う
だ
っ
た
と

語
り
、
将
来
自
分
自
身
も
そ
う

な
り
そ
う
だ
と
笑
い
な
が
ら
話

し
て
い
た
の
が
と
て
も
印
象
に

残
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
共
通
の
課
題

に
つ
い
て
日
韓
の
若
者
が
率
直

に
語
り
合
い
、
お
互
い
の
価
値

観
や
社
会
背
景
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、

今
後
の
協
力
関
係
や
相
互
理
解

の
土
台
と
な
る
大
き
な
一
歩
に

な
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
貴
重
な
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
皆
様

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
友
愛
ユ
ニ
オ
ン
の

一
員
と
し
て
、
友
愛
の
精
神
を

世
界
に
広
げ
て
い
け
る
よ
う
、

努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…

若
者
同
士
の
共
通
項

吉
田
大
志

　

延
世
大
学
校
で
の
テ
ー
ブ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し

て
、
私
は
「
大
企
業
に
入
り
た

い
」、「
30
歳
ま
で
に
結
婚
し
た

い
が
、
仕
事
に
も
力
を
入
れ
た

い
」、「
卒
業
後
は
故
郷
に
戻
り

た
い
が
、
ス
キ
ル
に
見
合
っ
た

収
入
の
得
ら
れ
る
仕
事
が
な

い
」、「
20
代
は
独
身
の
自
由
を

楽
し
み
た
い
」、「
教
育
費
が
高

い
た
め
、
た
く
さ
ん
子
ど
も
を

持
つ
の
は
難
し
い
」、「
政
治
に

は
関
心
が
な
く
、
政
府
の
若
者

支
援
策
は
機
能
し
て
い
な
い
」

な
ど
、
多
く
の
率
直
な
意
見
を

延
世
大
学
校
の
学
生
か
ら
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
声
に
、
日
本
の
若

者
と
し
て
強
く
共
感
し
ま
し

た
。
彼
ら
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
は
、
ま
る
で
日
本
の
同
年

代
と
将
来
や
政
治
に
つ
い
て
語

り
合
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
感

覚
で
あ
り
、「
日
韓
の
若
者
の

価
値
観
の
差
異
は
、
も
は
や
存

在
し
な
い
に
等
し
い
」
と
い
う

の
が
率
直
な
感
想
で
し
た
。

　

日
韓
の
若
者
の
意
見
や
価
値

観
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、

両
国
が
歴
史
的
に
中
国
文
化
の

影
響
を
強
く
受
け
、
そ
の
後
20

世
紀
以
降
は
ア
メ
リ
カ
主
導
の

資
本
主
義
・
自
由
主
義
経
済
圏

に
属
し
て
き
た
と
い
う
背
景
と

関
係
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

日
韓
の
若
者
は
、
世
間
体
や
親

の
期
待
に
応
え
つ
つ
も
、
自
分

ら
し
い
人
生
を
自
由
に
生
き
た

い
と
い
う
思
い
と
の
狭
間
で
揺

れ
動
い
て
い
ま
す
。
延
世
大
学

校
の
学
生
た
ち
も
ま
た
、
私
と

同
様
の
葛
藤
を
抱
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
私
は
彼
ら
に
強

い
シ
ン
パ
シ
ー
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
韓
の
若
者
が
共
通

し
て
持
つ
資
本
主
義
・
自
由
主

義
的
な
価
値
観
が
、「
都
市
へ

の
一
極
集
中
」
や
「
少
子
化
」

と
い
っ
た
両
国
に
共
通
す
る
社

会
問
題
の
一
因
で
あ
る
こ
と
を

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
私
の

母
校
一
橋
大
学
の
後
輩
も
、
延

世
大
学
の
学
生
た
ち
も
、
学
業

に
励
み
、
程
度
の
差
こ
そ
あ

れ
、
卒
業
後
は
高
給
が
期
待
さ

れ
る
都
市
部
の
大
企
業
へ
の
就

職
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
大
企

業
で
裁
量
を
持
つ
に
は
出
世
が

最
も
確
実
な
方
法
で
あ
る
た

め
、
男
女
問
わ
ず
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
に
意
欲
的
で
す
。
特
に
、

こ
れ
ま
で
出
産
・
育
児
の
担
い

手
と
さ
れ
て
き
た
女
性
が
仕
事

を
優
先
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、
少
子
化
が
一
層
加
速
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
し
た
。

　

韓
国
訪
問
の
最
終
日
に
は
、

北
朝
鮮
と
の
国
境
近
く
に
あ
る

非
武
装
地
帯（
Ｄ
Ｍ
Ｚ
）を
訪
れ
、

人
生
で
初
め
て
北
朝
鮮
の
風
景

を
目
に
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き

ふ
と
、「
北
朝
鮮
の
若
者
は
日

本
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
印
象

を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」、

「
私
た
ち
は
彼
ら
と
も
共
感
し

合
え
る
日
が
来
る
の
だ
ろ
う

か
」と
思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。

朝
鮮
半
島
が
平
和
的
に
統
一
さ

れ
、
私
た
ち
が
自
由
に
北
朝
鮮

へ
渡
航
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

日
本
と
北
朝
鮮
の
若
者
が
両
国

の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
え
る

日
が
来
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い

な
が
ら
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

堀
山
明
子
さ
ん
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編
集
後
記

◆
終
戦
80
年
の
年
に
あ
た
る
今

年
、
様
々
な
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
が
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て
い

ま
す
。
６
月
23
日
沖
縄
「
慰
霊

の
日
」
毎
年
犠
牲
者
の
お
名
前

が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
す
。
い
か

に
凄
惨
な
地
上
戦
で
あ
っ
た
の

か
、
県
民
の
４
人
に
１
人
が
亡

く
な
っ
た
と
い
う
事
実
が
そ
れ

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
朝
ド
ラ
を
み
て
も
、
戦
争
の

悲
惨
さ
は
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。

せ
め
て
６
月
に
、
い
や
東
京
空

襲
の
時
点
で
終
戦
を
迎
え
て
い

れ
ば
、
原
爆
投
下
を
含
む
そ
の

後
の
悲
し
み
は
生
ま
れ
な
か
っ

た
だ
ろ
う
に
と
強
く
強
く
思
い

ま
す
。
叔
父
も
戦
死
し
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。
戦
後
生
ま
れ
の

私
が
思
う
こ
と
で
す
。
た
だ
た

だ
多
く
の
魂
の
安
ら
か
な
る
こ

と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。（
も
）
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千
代
田
国
際
語
学
院
に
お
け
る「
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」表
彰
式
実
施

千
代
田
国
際
語
学
院
に
お
け
る「
友
愛
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト
」表
彰
式
実
施

友
愛
賞

友
愛
賞
22
名（名（
管管か

ん
か
ん

越越え
つ
え
つ

さ
ん
さ
ん  

于于うう

英英え
い
て
つ

え
い
て
つ哲哲

さ
ん
）入
選

さ
ん
）入
選
33
名
に
賞
状
授
与

名
に
賞
状
授
与

和
や
か
な
交
流
の
ひ
と
と
き・中
国
伝
統
芸
能「
快
板
」の
披
露
も

和
や
か
な
交
流
の
ひ
と
と
き・中
国
伝
統
芸
能「
快
板
」の
披
露
も

全員で記念撮影。後列左から小倉祐太さん、吉田大志さん（友愛ユニオン）西川
伸起理事、羽中田元美事務局長、ピート染谷真奈美事務局長、小松洋大先生
前列左から攪上哲夫理事、薛佳琪さん、管越さん、栗田秀子会長

　

６
月
29
日
（
日
）
友
愛
サ
ロ

ン
に
お
い
て
、
友
愛
小
論
文
コ

ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
参
加
の
受
賞
者
に
賞
状
・

奨
学
金
（
賞
金
）・
記
念
品
が
贈

ら
れ
た
。

　

こ
れ
は
去
る
２
月
15
日（
土
）

に
千
代
田
国
際
語
学
院
の
池
袋

校
で
開
催
さ
れ
た
交
流
会
（
２

０
２
４
年
度
事
業
と
し
て
実

施
）を
基
に
、「
私
に
と
っ
て
友

愛
と
は
」
と
題
す
る
小
論
文
を

募
り
、
選
考
委
員
に
よ
っ
て
、

友
愛
賞
２
名
入
選
３
名
の
作
品

が
選
ば
れ
、
理
事
会
に
お
い
て

承
認
さ
れ
た
事
を
受
け
、
授
賞

式
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
、

当
日
は
友
愛
賞
受
賞
の
管
越
さ

ん
、
入
選
の
薛せ

つ

佳か

琪き

さ
ん
が
参

加
さ
れ
、
嬉
し
そ
う
に
賞
状
を

手
に
し
た
。

　

当
日
は
千
代
田
国
際
語
学
院

を
始
め
多
く
の
専
門
学
校
な
ど

を
運
営
す
る
千
代
田
教
育
グ
ル

ー
プ
の
栗
田
秀
子
会
長
も
出
席

さ
れ
、
受
賞
者
に
お
祝
い
の
言

葉
を
贈
っ
た
。

　

午
前
11
時
、
井
田
安
信
理
事

の
進
行
で
、
授
賞
式
が
開
催
さ

れ
た
。
攪
上
哲
夫
理
事
が
挨
拶

に
立
ち
、「
新
た
な
交
流
が
基

と
な
っ
て
若
者
同
志
の
相
互
理

解
が
進
む
事
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
で
す
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
栗
田
秀
子
会
長
が

「
出
合
い
の
驚
き
と
感
動
が
、

こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
交
流
の

結
果
と
な
っ
て
積
み
重
な
っ
て

行
く
こ
と
は
、
本
当
に
嬉
し
い

で
す
」
と
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
賛
辞
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
賞
状
の
授
与
に
移

り
、
攪
上
理
事
か
ら
賞
状
・
奨

学
金
が
授
与
さ
れ
た
。

　

友
愛
賞
受
賞
の
管
越
さ
ん
、

入
選
の
薛
佳
琪
さ
ん
が
受
賞
の

喜
び
を
語
っ
た
。

管
越
さ
ん

　

日
本
語
を
学
ん
で
い
ま
す

が
、
自
信
が
も
て
る
状
態
で
は

な
く
、
こ
の
受
賞
が
私
を
勇
気

づ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
交

流
を
機
に
、
も
っ
と
頑
張
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

薛
佳
琪
さ
ん

　

美
術
大
学
に
進
学
し
て
勉
強

し
て
い
ま
す
が
、
日
本
語
の
使

い
方
で
驚
く
場
面
が
あ
っ
た

り
、
日
々
勉
強
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
受
賞
は
と
て
も
嬉

し
い
で
す
。

　

西
川
伸
起
理
事
か
ら
、
全
員

の
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
作
品
集

が
、
栗
田
会
長
に
贈
ら
れ
、
式

典
は
滞
り
無
く
進
ん
だ
。
最
後

に
千
代
田
国
際
語
学
院
の
小
松

洋
大
先
生
が
、
中
国
の
芸
能

「
快
板
」
を
披
露
し
て
く
だ
さ

っ
た
。
こ
れ
は
、
竹
で
で
き
た

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
状
の
楽
器
を
打

ち
鳴
ら
し
な
が
ら
、
古
典
・
物

語
・
神
話
な
ど
を
韻
を
踏
み
リ

ズ
ム
に
乗
せ
て
語
る
も
の
で
、

そ
の
見
事
な
芸
に
、
一
同
ビ
ッ

ク
リ
。
曁
南
大
学
校
日
本
学
院

で
は
、
講
習
を
行
っ
て
い
る
そ

う
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
。

栗
田
秀
子
会
長
。
挨
拶
は
苦
手
と
お
っ

し
ゃ
り
な
が
ら
、
素
敵
な
ス
ピ
ー
チ
を

友
愛
賞
受
賞　

管
越
さ
ん
。
賞
状
を
手

に
嬉
し
そ
う
な
表
情
で
カ
メ
ラ
に

見
事
な
「
快
板
」
の
妙
技
を
披
露
し
て

く
だ
さ
っ
た
小
松
洋
大
先
生

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
を
表
敬
訪
問
。
今

後
の
交
流
に
意
欲
を
示
し
て

大
好
き
な
日
本
食
に
舌
鼓
。今
回
は「
天

ぷ
ら
」
お
い
し
い
の
連
発
！

攪
上
哲
夫
理
事
／
小
論
文
コ
ン
テ
ス
ト

事
業
を
担
当
し
、
大
活
躍

入
選　

薛
佳
琪
さ
ん　

現
在
は
東
京
の

美
術
大
学
で
勉
強
中

全
員
の
作
品
を
収
め
た
作
品
集
を
贈

呈
。
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

前
回
訪
問
し
た
鳩
山
会
館
を
奥
様
に
も

見
せ
た
か
っ
た
と
再
来

改
め
て
資
料
に
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
奥
様
は
「
硯
」
に
興
味
を

Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
デ
ィ
タ
ー
・
フ
レ
ー
リ
ッ
ヒ
さ
ん
来
日

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
と
親
密
な
話
し
合
い
を

　

６
月
10
日
（
火
）
か
ら
約
10

日
間
の
予
定
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ

の
専
務
理
事
で
あ
る
デ
ィ
ー
タ

ー
・
フ
レ
ー
リ
ッ
ヒ
さ
ん
が
来

日
さ
れ
た
。

　

今
回
の
来
日
は
個
人
的
な
旅

行
で
は
あ
る
が
、
せ
っ
か
く
日

本
に
行
く
な
ら
鳩
山
理
事
長
に

ご
挨
拶
し
た
い
、
ま
た
、
前
回

訪
れ
て
感
激
し
た
鳩
山
会
館
を

妻
に
も
見
せ
た
い
と
の
ご
連
絡

を
い
た
だ
き
、
鳩
山
会
館
の
ご

案
内
と
、
運
営
委
員
に
よ
る
簡

単
な
食
事
会
を
用
意
し
た
。

　

鳩
山
由
紀
夫
理
事
長
も
、
限

ら
れ
た
時
間
の
な
か
で
遣
り
繰

り
し
、
約
一
時
間
お
話
す
る
機

会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　

会
談
の
中
で
、
友
愛
ユ
ニ
オ

ン
と
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｂ
か
ら
の
派
遣

員
の
交
流
が
話
題
と
な
り
、
お

互
い
の
国
を
訪
れ
た
時
に
互
い

に
案
内
し
あ
う
今
の
状
況
は
大

変
喜
ば
し
い
発
展
で
あ
る
と
お

互
い
の
意
見
の
一
致
を
み
た
。

今
後
の
交
流
も
協
力
し
て
と
、

力
強
い
約
束
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
大
好
き
な
日
本
で
、
友
愛

の
方
々
と
交
流
で
き
て
大
満
足

で
す
と
元
気
に
帰
国
さ
れ
た
。
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